
（概要版） 

仲間規範意識を育てる学級づくり 
－望ましい人間関係づくりと自発的、自治的な学級風土づくりを通して－ 

長期研修員 金子 茂雄 
現状と課題 

生徒の実態 

◯問題行動の増加 ◯規範意識の低下 

国の方針 

●改正教育基本法第６条 

「学校生活を営む上で必要な規律を重んず 

 る」ことが大切 

友達とよい影響を与え合える 

仲間規範意識を育てる学級づくりが必要である 

 
生活の基盤は学級である 

 

 

 

研究のねらい 

中学生の規範となるもの 
 教師規範、親規範、仲間規範、社会規範など 

 

 

「規範」とは、判断・評価などの基準となるものです 

規範意識を高めることが必要である!! 

望ましい人間関係づくりが必要!! 

自分たちで望ましい判断をし
て行動できる 自発的、自治的な学級風土づくりが必要!! 

  



研究の内容 



授業実践 （主な活動） 

友 達 の 長 所 探 し  

 学級活動「友達の長所探し」  

①友達のよさを見つけて班で発表する。 

②友達の意見を聞いて、知らなかった友達の一面を 

  知る。 友達から自分のよさを伝えてもらう。 

③よさを認めてもらい、嬉しい気持ちになる。  

 自分のよさを発見する。  

④友達を大切にしたい、これからも友達のよさを 

  見つけたいという気持ちになる。 

 

 

 

 

 

 

①よりよい学校生活にするためのルールを考え、付箋紙に書く。 

②班になって、ＫＪ法を用いてまとめる。  

 班で場面（学習、仕事、休み時間）ごとに１つにまとめる。 

③学級のよいところと改善したいところを知り、  

 学級に必要なルールを作る。  

④学級をよくするために決めたルールだから、ルールを 

   守ってよい学級にしたいという気持ちを育てる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 合 唱 守 り 作 り 
 学級活動「感動を与える合唱を目指そう②」 

①合唱コンクールの目標をふまえて、全員に 

  応援メッセージを書き、合唱守りを作る。  

②合唱学級目標に向かって友達と一緒に合唱 

  練習を頑張りたいという気持ちになる。 

③よい合唱にしようとする学校生活向上意識  

  が高まる。  同じ目標に向かって友達と一緒  

  に頑張っていることで連帯感が高まる。  

他者理解、思いやり 

①いじめの資料を読み、台本１をロールプレイする。 
②いじめの加害者、被害者、傍観者の気持ちを考える。 
③被害者の心の支えになる台本を作り、ロールプレイをする 

④友達への心の支え方を考え、思いやりの気持ちを育てる。 
⑤加害者を注意する台本を作り、ロールプレイをする。 

⑥注意の仕方を考え、 
   学級の一員として見て見ぬふりはしない正義感を育てる。 

 
 
 
  
 

学級の一員としての意識   
学 校 生 活 向 上 意 識 

＜まとめ＞ 
◯友達のよさを考え、伝え合うことで、嬉しい 
 気持ちになることと友達のよさを見つけるこ 
 とは大切であると体感でき、他者理解を深め 
 ることができた。 
 
◯合唱目標と合唱守りをつくって練習したこと 
 で、目標に 向かって全員で協力して取り組 
 もうとする態度を育てることができた。 

Ａ：望ましい人間関係づくり Ｂ：自発的、自治的な学級風土づくり 

思いやり、協力・連帯感 

学級をよくするためのルール作り  

 学級活動「２年◯組のためのルール 
      ブックを作ろう」 

台本作り  

 道徳「見て見ぬふりはしない勇気をもとう」 

学級の一員としての意識   
問 題 へ の 対 応 力 

＜まとめ＞ 
◯自分たちで学級のルールをつくったことで、守 
 るべき行為の基準が統一され、自ら守ろうとす 
 る意識が生まれ、自発的、自治的な学級風土を 
 つくることができた。 
 
◯与えられた問題を自分の問題としてとらえるこ 
 とができ、問題を解決するための具体的な行動 
 を考えることができた。台本作りを通して、問 
 題への対応力、学級の一員としての意識、思い 
 やりの気持ちを育てることができた。 

 

 

ａ：仲間はずれをしないように 
     しよう 
ｂ：休み時間や放課後ろうかで 
     たまんないようにしよう 
ｃ：１人でいる人がいたら声を 
     かけてあげよう 
ｄ：友達と話をしよう 
ｅ：休み時間はなるべくみんな 
     と話そう 
ｆ：友達と仲良くしよう!! 

ａ

ｂ

ｃ

ｅ
ｆｄ



 問い合わせ先    群馬県総合教育センター 
              担当係 ： 生徒指導相談係      ０２７０－２６－９２１７ (直通） 

まとめ 

成果 

◯学級活動と帰りの会において、友達の長所探し、 
  合唱コンクール練習、友達への応援メッセージ作  
  りを友達との交流のよさを体感しながら行ったこと 
 で、他者理解、協力、思いやり、連帯感を養え、望 
 ましい人間関係をつくることができた。特に学校行 
 事である合唱コンクールに視点を与えたことで、協 
 力、連帯感が強まった。 
 
◯学級活動において、学級をよりよくするための 
    ルール作りと合唱コンクール学級目標作りを行っ 
    た。また、道徳の時間において、諸問題への対応 
    や解決方法を考えて台本作りを行った。学級や友 
    達のことを考えながら行ったことで、学級の一員と 
     してよりよい学級にしようとする意識を養え、自発 
     的、自治的な学級風土がつくられた。 
 
◯望ましい人間関係づくりと自発的、自治的な学級 
    風土づくりを行うことで、友達や学級に対して望ま 
    しい行動をしようと意識を育てることができ、その 
    結果、仲間規範意識を育てることができた。 

課題 

実践結果より 

「学級のルールブックと合唱目標振り返りシート」より 

 事 後の方 が、他 者尊 重、思 いやり 、
協 力、学 校生活 向上意 識の態 度が
育 ったと 考えら れる。 このこ とは、
仲 間規範 意識が 高まっ たこと で、学
級 の誰も が安心 してよ りよい 学校生
活 を送れ るよう に判断 し、行 動しよ
う とする 態度が 育った と考え られる 。  

 自分たちで決めたルールを守り、目標を達
成しようとする意識は、すべて初回よりも最
後の方が高まった。このことは、ルールブッ
クと目標を定期的に振り返ることで、仲間規
範意識が高まり、よりよい学級にするために
行動しようとする態度が育ったと考えられる。 

○合唱コンクールなどの学校行事でなくても、日 
  常生活で協力や連帯感などを体感できる場面 
   や方法を検討し、年間指導計画を作成すること 
   で、仲間規範意識をより効率的に効果的に高め 
   ることができると考えられる。 
 
○問題への対応力を育てるために、実態に即し 
  た課題を定期的に取り上げ、解決方法を考え、 
    ロールプレイなどを行っていく必要がある。 
 
○ルールブックは、作って終わりではなく、随時見  
     直し、自分たちの学級に合うものに変更してい 
     くことが必要である。また、重点目標を設けたり、 
     軽重や期限を考えたりすることも必要である。 


